
（2016年7月28日開催 アナリスト向け決算説明電話会議 プレゼンテーション要旨）

・TISの柳井です。7月1日にITホールディングスから体制変更・社名変更をして初めての決算発表

となりますが、引き続きよろしくお願いいたします。
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・それでは、本日15：30に発表いたしました、当社の第1四半期決算の内容につきまして、決算説

明資料を使って説明させていただきます。

2



・当第1四半期の業績は前年同期に比べて増収増益となりました。出足好調だったと考えています。

・売上高は、好調な事業環境を背景に891億円となり、前年同期比で34億円・4.1％の増収となりま

した。

・利益面は、営業利益が前年同期比18億円・85％増の40.1億円、親会社株主に帰属する四半期

純利益が前年同期比8億円・40.7％増の27.5億円となり、大幅増となりました。

増益の要因については、増収効果に加え、収益性向上・生産性向上の取組みが成果として表れ

たものと考えています。

・なお、当第1四半期における不採算案件は、前年同期からやや増加の約10億円でした。
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・セグメント別の状況についてご説明します。今回、主要3セグメントの全てで前年同期比増収増益

となりました。

・ITインフラストラクチャーサービスは、データセンター事業の安定的な推移、M&A効果を含むBPO

事業の拡大に加え、データセンターの集約等の効率化施策の推進によるコスト削減も進み、前

年同期比増収増益となりました。

・金融ITサービスについては、クレジットカードを中心とした大型プロジェクト等も入り、事業拡大が

できたことから、前年同期比増収増益となりました。

・産業ITサービスについては、前期に続いてエネルギー系顧客のＩＴ投資が活発であることや、公

共系大型案件の寄与もあり、事業拡大ができたことに加え、収益性向上に向けた取組みが進展

したことで、前年同期比増収増益となりました。
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（説明省略）
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・業種別売上高の状況について、先行きの景況感にも少し触れながらご説明します。

・グラフ左側の金融系ですが、カード系の顧客は、大型案件の開始もあり規模拡大ができているこ

とに加え、それ以外でも新しい商品やサービスの開発、それを支える基盤の増強等、いろいろと

引合いをいただいており、好調です。一方、銀行や保険は、少しまだら模様なところがあります。

一部の顧客においてはマイナス金利等の影響もあり、IT投資に対して慎重な姿勢も見られます

が、一方で、国内預金・情報系の体制拡大や新技術の活用を中心とした戦略を打ち出し、IT投資

意欲に旺盛な顧客もいる状況です。

・グラフの中央から右側が産業系ですが、製造業の顧客は、一部で景況感の先行き不透明さを受

けて少し慎重な姿勢が見られています。また、流通の顧客は、消費税増税の延期やインバウンド

消費の一服感もあり、景況感に関しては横這いという形で見ています。サービスに関しては好調

であり、公共系も比較的多くの引合いをいただいているという状況です。
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・次に、第1四半期の受注状況です。

・当期受注高は、事業環境が好調な中で、カード系が牽引した金融ITサービス、エネルギー系の

好調が続く産業ITサービスとも積み上がり、前年同期比12.9％増の511億円となりました。

・8頁の経年推移をご覧いただいてもわかるとおり、第1四半期の受注高としてはかなり高い水準で

あると考えています。

・また、これに沿って、期末受注残も740億円、前年同期比18億円・2.5％増となっています。
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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・最後に、通期業績見通しについてご説明します。期初計画からの変更はありません。売上高は

前期比1.9％増の3,900億円、営業利益は前期比8.4％増の265億円、親会社株主に帰属する当

期純利益は前期比18.3％増の150億円の計画です。

・第1四半期は好調でしたが、これに油断することなく、引き続き期初計画の達成に向けて邁進し

てまいりたいと考えています。

・なお、5月から6月にかけて、総額約21億円の自己株式の取得を行いました。これによって、期初

計画値を前提とする総還元性向は35％となる見込みであり、1株当たり当期純利益の予想値も

173.87円に向上する見込みです。
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（説明省略）
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